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《巻頭言》 
枯渇資源リンを理解してもらうために 
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めに非常に多くの鶏糞を処理する必要があります。何も処理しないと，3 日間で養鶏場は糞で埋まってしま
うという県もあるようです。現在鶏糞は，肥料もしくは発電燃料として利用されているようですが，このよ
うに大量にある鶏糞を単純で，安価な手法でリン鉱石，つまりリン鉱石の主成分であるリン酸カルシウムに
変換できれば，現在のリン鉱石を基に設計されている産業プロセスをそのまま鶏糞由来リン鉱石に利用でき
ることになり、日本はリン鉱石輸入国から脱出することができ，一石二鳥，どころか一石何鳥にもなるので
はないでしょうか？私たちの研究室では，鶏糞を硝酸水溶液に溶かし，養鶏場由来のアンモニアで結晶を落
とすと，この結晶がリン酸カルシウムであることを見出しました。硝酸を使い，酸に強い反応器を使うため，
高純度のリン鉱石を利用するのに比べると間違いなく高価格になります。しかし，付加価値の高いリンを含
んだ材料を開発すれば，そこで得られる資金をこのリン回収に回すことができ，トータルとして価格を抑え
ることもできると思います。本文の最初のほうで，“あまり居心地の良い学会ではありません”とあえて書き
ましたが，このような立場であれば，現状の本会も枯渇資源リン対応を積極的にしているとも見ることがで
きると思います。 
現在も，枯渇資源リン対策のため，本会に留まらず，産学官連携して，いろいろなところで活動していま
す。このような活動が本会に少しでも寄与できるように，微力ながら尽くしていきたいと思っています。 
  
